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(57)【要約】
【課題】消毒液を水フィルタ内に流さないように流路を
切り替えることができると共に装置内に着脱可能な構成
とすることで、消毒時間及び濯ぎ時間を短縮でき、水道
水及び消毒液の使用量を低減する。
【解決手段】内視鏡洗浄消毒装置用水フィルタ１７は、
内視鏡洗浄消毒装置１に着脱可能な第１の接続部１００
と、内視鏡洗浄消毒装置１に着脱可能な第２の接続部１
０１と、内視鏡洗浄消毒装置１に供給する水を濾過する
濾過部１０２と、第１の接続部１００から導入された水
が濾過部１０２を通過して第２の接続部１０１に到達す
るように、濾過部１０２を介して第１の接続部１００と
第２の接続部１０１とを接続する第１の流通部１０３と
、第１の接続部１００と第２の接続部１０１とを直接接
続する第２の流通部１０４と、第１の流通部１０３と第
２の流通部１０４とで切り替える切替部１０５と、を有
する。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡洗浄装置の水供給源接続管路と連通するように前記内視鏡洗浄装置に着脱可能な
第１の接続部と、
　前記内視鏡洗浄装置の洗浄槽接続管路と連通するように前記内視鏡洗浄装置に着脱可能
な第２の接続部と、
　前記内視鏡洗浄装置に供給する水を濾過する濾過部と、
　前記第１の接続部から導入された水が前記濾過部を通過して前記第２の接続部に到達す
るように、前記濾過部を介して前記第１の接続部と前記第２の接続部とを接続する第１の
流路部と、
　前記第１の接続部と前記第２の接続部とを直接接続する第２の流路部と、
　前記第１の流路部と前記第２の流路部とで切り替える切替部と、
　　を具備したことを特徴とする内視鏡洗浄消毒装置用水フィルタ。
【請求項２】
　前記濾過部は、
　前記第１の接続部と連通している第１の開口部と、
　前記第１の開口部と連通している有底筒状の濾過膜と、を備え、
　前記第１の流路部は、
　前記第２の接続部と連通している第２の開口部と、
　前記第２の開口部と連通しており前記濾過膜を収容する本体部内の内部空間と、を含み
、
　前記切替部は、
　前記第１の接続部と前記第１の開口部との連通を遮断可能であることを特徴とする請求
項１に記載の内視鏡洗浄消毒装置用水フィルタ。
【請求項３】
　前記本体部は、ボトル形状に構成されており、
　前記第１の開口部および前記第２の開口部は前記本体部の上部に配置され、
　前記第２の流路部および前記切替部は一体化して、前記本体部の上部に配置され、
一体化した前記第２の流路部および前記切替部を回動させることにより前記第２の接続部
と前記第１の開口部との連通を遮断することを特徴とする請求項２に記載の内視鏡洗浄消
毒装置用水フィルタ。
【請求項４】
　前記本体部は、ボトル形状に構成されて取付方向に移動可能であり、
　前記第１の開口部および前記第２の開口部は前記本体部の上部に配置され、
　前記第２の流路部および前記切替部は一体化して、前記第１の開口部および前記第２の
開口部の位置よりも前記装着方向にずらして前記本体部に配置され、
　一体化した前記第２の流路部および前記切替部を配置した前記本体部を、前記取付方向
に移動させることにより前記第２の接続部と前記第１の開口部との連通を遮断することを
特徴とする請求項２に記載の内視鏡洗浄消毒装置用水フィルタ。
　
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡を自動的に洗浄消毒する内視鏡洗浄装置に着脱可能で、この内視鏡洗
浄消毒装置に供給される水を濾過する内視鏡洗浄装置用水フィルタに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、内視鏡は医療分野等において広く利用されている。医療分野において用いられる
内視鏡は、特に検査及び治療を目的として体内に挿入部を挿入して使用されるため、使用
後、再度使用するためには洗浄消毒が必要となる。この使用済みの内視鏡の洗浄消毒は、
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周知の内視鏡洗浄装置によって行われている。
【０００３】
　このような内視鏡洗浄装置は、使用済みの内視鏡を洗浄、消毒、濯ぎ等するために、水
道水、洗浄液、消毒液等の液体が装置内部に供給されて、液体を装置内で循環させる。ま
た、装置内に供給される水は、不純物除去などのため、装置内、又は装置外に設けられた
内視鏡洗浄装置用水フィルタによって濾過される。
【０００４】
　このような内視鏡洗浄装置用フィルタを有する従来の内視鏡洗浄消毒装置としては、例
えば、特許文献１に示すように、濯ぎ洗いで使用する水道水の流路に水フィルタ等の濾過
手段を設けて滅菌化を図ると共に、給水接続口と消毒液送液の接続口との間を任意に選定
出来る切り替え手段を設け、適時給水管路内に消毒液を供給して細菌による汚染を防止す
るようにした内視鏡洗浄消毒装置に関する構成が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００５－２８７５８１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、前記特許文献１に記載の内視鏡洗浄消毒装置は、前記切り替え手段によ
って、水フィルタの給水側の接続口と、該装置本体内の各管路に連通する消毒液送液の接
続口とを連通するように切り替え、内視鏡洗浄消毒装置内の各管路を消毒する場合に水フ
ィルタ内を消毒液が通ることになるので、該水フィルタ自体を過酢酸などの消毒液により
消毒するといった構成である。
【０００７】
　このため、この内視鏡洗浄消毒装置では、水フィルタを消毒液で消毒した後に、濾過水
の過酢酸濃度が予め決められた所定値に低下するまで、水道水の供給による濯ぎを繰り返
して行わなければならないので、消毒時間及び濯ぎ時間の作業時間が長くなってしまう他
、水の消費量も多くなってしまい、また、消毒液の使用量も多いといった問題点がある。
【０００８】
　そこで、本発明は前記問題点に鑑みてなされたもので、消毒液を水フィルタ内に流さな
いように流路を切り替えることができると共に装置内に着脱可能な構成とすることで、消
毒時間及び濯ぎ時間を短縮でき、水道水及び消毒液の使用量を低減することのできる内視
鏡洗浄消毒装置用水フィルタを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の一態様の内視鏡洗浄消毒用水フィルタは、内視鏡洗浄装置の水供給源接続管路
と連通するように前記内視鏡洗浄装置に着脱可能な第１の接続部と、前記内視鏡洗浄装置
の洗浄槽接続管路と連通するように前記内視鏡洗浄装置に着脱可能な第２の接続部と、前
記内視鏡洗浄装置に供給する水を濾過する濾過部と、前記第１の接続部から導入された水
が前記濾過部を通過して前記第２の接続部に到達するように、前記濾過部を介して前記第
１の接続部と前記第２の接続部とを接続する第１の流通部と、前記第１の接続部と前記第
２の接続部とを直接接続する第２の流通部と、前記第１の流通部と前記第２の流通部とで
切り替える切替部と、を具備する。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明の内視鏡洗浄消毒用水フィルタによれば、消毒液を水フィルタ内に流さないよう
に流路を切り替えることができると共に装置内に着脱可能な構成とすることで、消毒時間
及び濯ぎ時間を短縮でき、水道水及び消毒液の使用量を低減することができる。
【図面の簡単な説明】
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【００１１】
【図１】本発明の一実施形態に係る内視鏡洗浄消毒装置の正面図
【図２】図１の前扉を開いた状態の内視鏡洗浄消毒装置の正面図
【図３】図１の内視鏡洗浄消毒装置の上面図。
【図４】図１の内視鏡洗浄消毒装置の内部構成を示す概略構成図
【図５】本実施形態の内視鏡洗浄消毒装置用水フィルタの概略基本構成を説明するための
模式図
【図６】図５の内視鏡洗浄消毒用水フィルタの外観構成を示す斜視図
【図７】図６の内視鏡洗浄消毒用フィルタの構成を説明するための分解斜視図
【図８】図６の内視鏡洗浄消毒用水フィルタの断面図
【図９】消毒液が装置内に流れるように流通部が切り替えられた状態の図８のＡ－Ａ線断
面図
【図１０】図９に示す状態の内視鏡洗浄消毒装置用水フィルタの作用を説明するための説
明図
【図１１】水道水が水フィルタを介して装置内に流れるように流通部が切り替えられた状
態の図８のＡ－Ａ線断面図
【図１２】図１１に示す状態の内視鏡洗浄消毒装置用水フィルタの作用を説明するための
説明図
【図１３】内視鏡洗浄消毒用水フィルタの変形例の構成を説明するための斜視図。
【図１４】本実施形態の内視鏡洗浄消毒装置用水フィルタの交換手順を説明するためのフ
ローチャート
【図１５】内視鏡洗浄消毒装置の開示例の構成を説明するための構成図
【図１６】図１５に示す内視鏡洗浄消毒装置を用いて実施される消毒工程を説明するため
のタイミングチャート
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、図面を参照しながら本発明の実施の形態について詳細に説明する。　
【００１３】
　本実施形態の内視鏡洗浄消毒用水フィルタを用いた内視鏡洗浄消毒装置の構成について
図１～図３を用いて説明する。　
　図１は、本発明の一実施形態に係る内視鏡洗浄消毒装置の正面図、図２は、図１の前蓋
を開いた状態の内視鏡洗浄消毒装置の正面図、図３は、図１の内視鏡洗浄消毒装置の上面
図である。
【００１４】
　図１～図３に示すように、内視鏡洗浄消毒装置１は、使用済みの内視鏡（図示せず）を
洗浄、消毒するための装置であり、装置本体２と、その上部に例えば図示しない蝶番を介
して開閉自在に接続された蓋体であるトップカバー３とにより、主要部が構成されている
。
【００１５】
　内視鏡洗浄消毒装置１は、トップカバー３が装置本体２に閉じられている状態において
、装置本体２とトップカバー３とが装置本体２及びトップカバー３の互いに対向する位置
に配設された、例えばラッチ８により、トップカバー３は装置本体２に固定される構成と
なっている。
【００１６】
　装置本体２の正面からみて図１中前面であって、例えば左半分の上部に、洗剤／アルコ
ールトレー１１が、装置本体２の前方へ引き出し自在に配設されている。この洗剤／アル
コールトレー１１には、図示はしないが、内視鏡を洗浄する際に用いる液体である洗浄剤
が貯留された洗剤タンク、及び洗浄消毒後の内視鏡を乾燥する際に用いられる液体である
アルコールが貯留されたアルコールタンクが収納されており、洗剤／アルコールトレー１
１が、引き出し自在な構成により、各タンクに液体を補充できるようになっている。
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【００１７】
　尚、洗剤／アルコールトレー１１には、２つのインジケータ１１ａ、１１ｂが設けられ
ており、一方のインジケータ１１ａにより、洗剤タンクに注入されている洗浄剤の残量が
、また、他方のインジケータ１１ｂにより、アルコールタンクに注入されているアルコー
ルの残量が操作者によって確認できるようになっている。
【００１８】
　また、装置本体２の正面からみて図１中前面であって、例えば右半分の上部に、消毒液
ボトルトレー１２が、装置本体２の前方へ引き出し自在に配設されている。この消毒液ボ
トルトレー１２には、内視鏡を消毒する際に用いる液体である、例えば過酢酸等の消毒液
が注入された薬液ボトル（図示せず）が収納されている。消毒液ボトルトレー１２には、
引き出し自在な構成により、薬液ボトルをセットできるようになっている。
【００１９】
　尚、消毒液ボトルトレー１２には、２つの確認窓１２ａが設けられており、これらの確
認窓１２ａにより、薬液ボトルに注入されている消毒液の残量が操作者によって確認でき
るようになっている。
【００２０】
　さらに、装置本体２の前面であって、消毒液ボトルトレー１２の上部には、洗浄消毒時
間の表示や、消毒液を加温するための指示釦等が配設されたサブ操作パネル１３が配設さ
れている。
【００２１】
　また、装置本体２の図中前面の中央部と下部との間に、前扉１４が開閉自在に配設され
ている。この前扉１４は、図１及び図２に示すように、例えば、閉状態において、操作者
が前扉１４の「push」と記載のある部分を押下する操作を行うことで、ロック状態が解除
されて、開くことができるようになっている。
【００２２】
　図２に示すように、この前扉１４が開かれた状態の装置本体２の正面からみて図２中前
面であって、例えば右半分には、図示しない薬液タンクに収納されている消毒液の残量を
確認するための消毒液インジケータ１２ｂと、消毒液消毒液の匂いを除去するためのガス
フィルター１２ｃとが配設されている。
【００２３】
　また、前扉１４が開かれた状態の装置本体２の正面からみて図２中前面であって、例え
ば左半分の下部には、送気用のフィルタであるエアフィルタ４６が配設され、また、この
エアフィルタ４６の上部には、後述する本実施形態に係る内視鏡洗浄消毒装置用水フィル
タ１７が該装置本体に着脱可能に配設されている。
【００２４】
　また、図３に示すように、装置本体２の上面の、例えば操作者が近接する前面側の右端
よりには、装置本体２の給水管路消毒モードスタートスイッチを含む洗浄、消毒動作スタ
ートスイッチ、及び洗浄、消毒モード選択スイッチ等の設定スイッチ類が配設されたメイ
ン操作パネル２５が設けられている。
【００２５】
　また、装置本体２の上面の略中央部には、図示しない内視鏡が収納自在な洗浄消毒槽４
が設けられている。洗浄消毒槽４の内視鏡収納口は、開閉可能なトップカバー３に覆われ
ている。
【００２６】
　さらに、装置本体２の上面の、例えば操作者が近接する前面に対向する側には、消毒液
の匂いを除去するためのガスフィルター１２ｃと、装置本体２に水道水を供給するための
、水道栓に接続されたホース３１ａが接続される給水ホース接続部３１とが配設されてい
る。
【００２７】
　次に、内視鏡洗浄消毒装置１の内部構成について図４を用いて説明する。図４は、図１
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の内視鏡洗浄消毒装置の内部構成を示す概略構成図である。
【００２８】
　図４に示すように、内視鏡洗浄消毒装置１は、給水ホース接続部３１には給水ホース３
１ａの一端が接続され、この給水ホース３１ａの他端は外部の水道蛇口５に接続されるこ
とにより、水道水が供給されるように構成されている。
【００２９】
　給水ホース接続部３１は、給水管路９の一端と連通している。この給水管路９は、他端
が３方電磁弁１０に接続されており、管路途中において、給水ホース接続部３１側から順
に、給水電磁弁１５、逆止弁１６及び内視鏡洗浄消毒装置用水フィルタ１７が配設されて
いる。
【００３０】
　３方電磁弁１０は、流液管路１８の一端と接続されており、給水循環ノズル２４と給水
管路９、又は流液管路１８との連通を内部の弁によって切替える弁である。つまり、給水
循環ノズル２４は、３方電磁弁１０の切替動作により、給水管路９、又は流液管路１８の
どちらか一方と連通する。また、流液管路１８の他端側には、流液ポンプ１９が設けられ
ている。
【００３１】
　洗浄消毒槽４に配設された循環口５６は、循環管路２０の一端に接続されている。循環
管路２０の他端は、前記流液管路１８の他端、及びチャンネル管路２１の一端と連通する
ように、２つに分岐している。このチャンネル管路２１の他端は、送気／送水鉗子口ポー
ト３３に連通している。
【００３２】
　前記チャンネル管路２１には、管路の中途において、前記一端側から順に、チャンネル
ポンプ２６、チャンネルブロック２７、ＣＨ（チャンネル）電磁弁２８、及び逆止弁２９
が設けられている。チャンネルブロック２７とＣＨ電磁弁２８との間におけるチャンネル
管路２１には、洗浄ケース６と一端が接続されているケース用管路３０の他端が接続され
ている。このケース用管路３０には、逆止弁３６が設けられている。
【００３３】
　また、洗浄消毒槽４の管路消毒用ポート７には、消毒用管路３７の一端が接続されてお
り、この消毒用管路３７の他端は水フィルタ１７と逆止弁１６との間において、給水管路
９に接続されている。また、消毒用管路３７には、管路消毒用ポート７側に逆止弁３８が
設けられている。
【００３４】
　尚、給水管路消毒モード実行時には、給水管路消毒用ホース２１Ａが装着される。この
給水管路消毒用ホース２１Ａの一端は、前記管路消毒用ポート７に接続され、他端が前記
送気／送水鉗子口ポート３３に接続される。こうして、管路消毒用ポート７と送気／送水
鉗子口ポート３３との間を連通させることにより、給水管路消毒用モード実行時における
、消毒液ノズル２３、洗浄消毒槽４、循環口５６、循環管路２０、チャンネル管路２１、
送気／送水鉗子口ポート３３、給水管路消毒用ホース２１Ａ、管路消毒用ポート７、消毒
用管路３７、給水管路９、給水循環ノズル２４、洗浄消毒槽４，循環口５６といった消毒
液が循環する流路が形成される。
【００３５】
　洗剤ノズル２２は、洗浄剤管路３９の一端と接続されており、洗浄剤管路３９の他端は
、洗浄タンク１１ｃに接続されている。この洗浄剤管路３９には、その中途に洗浄剤供給
ポンプ４０が設けられている。
【００３６】
　アルコールタンク（Ａタンク）１１ｄは、アルコール管路４１の一端に接続されており
、このアルコール管路４１は、チャンネル管路２１と連通するように、チャンネルブロッ
ク２７に接続されている。このアルコール管路４１には、アルコールタンク１１ｄ側にア
ルコール供給ポンプ４２と、チャンネルブロック２７側に逆止弁４３とが設けられている
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。
【００３７】
　また、チャンネルブロック２７には、エアポンプ４５からの空気を供給するためのエア
管路４４の一端がチャンネル管路２１と連通するように接続されている。このエア管路４
４は、他端が前記エアポンプ４５に接続されており、チャンネルブロック２７側に逆止弁
４７と、エアポンプ４５側に定期的に交換されるエアフィルタ４６が設けられている。
【００３８】
　洗浄消毒槽４の排水溝５５には、弁の切替動作により、外部へ洗浄液等を排出したり、
薬液タンク５８に消毒液を回収したりするための切替弁５７が配設されている。この切替
弁５７は、外部排水溝へ接続される図示しない排水ホースと一端が接続されて連通する排
水管路５９の他端と接続されており、この排水管路５９には排水ポンプ６０が設けられて
いる。
【００３９】
　また、切替弁５７には、薬液回収管路６１の一端に接続され、この薬液回収管路６１の
他端は薬液タンク５８に接続されている。薬液タンク５８は、薬液ボトル１２ｄからの消
毒液が供給されるように、薬液供給管路６２の一端とも接続されている。この薬液供給管
路６２の他端は、消毒液ボトルトレー１２に接続されている。
【００４０】
　また、薬液タンク５８内には、一端に吸引フィルタ６３が設けられた薬液管路６４の前
記一端部分が収容されている。この薬液管路６４は、他端が消毒液ノズル２３に接続され
ており、その途中には薬液ポンプ６５が設けられている。
【００４１】
　また、内視鏡洗浄消毒装置１の内部には、外部のＡＣコンセントから電力が供給される
電源７１と、この電源７１と電気的に接続される制御部７０とが設けられている。この制
御部７０は、メイン操作パネル２５及びサブ操作パネル１３からの各種信号が供給され、
上述した各ポンプ、各電磁弁などを駆動制御する。
【００４２】
　次に、本実施形態の内視鏡洗浄消毒装置用水フィルタの基本構成について、図１、及び
図５を参照しながら説明する。図５は、本実施形態の内視鏡洗浄消毒装置用水フィルタの
概略基本構成を説明するための模式図である。
【００４３】
　図１に示したように、本実施形態の内視鏡洗浄消毒装置用水フィルタ（以下、水フィル
タと称す）１７は、内視鏡洗浄消毒装置１の装置本体２内に、縦向きに、つまり開口して
いる部分が上側にくるように着脱可能に配設される。
【００４４】
　この水フィルタ１７の基本構成を説明すると、水フィルタ１７は、図５に示すように、
第１の接続部１００と、第２の接続部１０１と、濾過部１０２と、第１の流路部１０３と
、第２の流路部１０４と、切替部１０５と、を有して構成される。
【００４５】
　第１の接続部１００は、内視鏡洗浄消毒装置１の水供給源接続管路９０と連通するよう
に内視鏡洗浄消毒装置１に着脱可能に接続される接続部である。また、第２の接続部１０
１は、内視鏡洗浄消毒装置１の洗浄槽接続管路９１と連通するように内視鏡洗浄消毒装置
１に着脱可能に接続される接続部である。
【００４６】
　濾過部１０２は、内視鏡洗浄消毒装置１に供給する水を濾過するものである。また、第
１の流路部１０３は、第１の接続部１００から導入された水が濾過部１０２を通過して第
２の接続部１０１に到達するように、濾過部１０２を介して第１の接続部１００と第２の
接続部１０１とを接続するものである。
【００４７】
　第２の流路部１０４は、第１の接続部１００と第２の接続部１０１とを直接接続する。
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そして、切替部１０５は、内視鏡洗浄消毒装置１に供給される水の流路を、第１の流路部
１０３と第２の流路部１０４のいずれかに切り替えるための機構である。
【００４８】
　尚、水供給源接続管路９０は、水フィルタ１７の一次側給水管路９ａであり、水道蛇口
５等の水源に接続される給水ホース３１ａからの水、消毒用管路３７からの液体が供給さ
れる。
【００４９】
　一方、洗浄槽接続管路９１は、水フィルタ１７の二次側給水管路９ｂであり、洗浄消毒
槽４に連通する給水循環ノズル２４等の管路に接続されている。
【００５０】
　つまり、水フィルタ１７は、第１の接続部１００によって水及び消毒液の給水側である
一次側給水管路９ａに接続され、また、第２の接続部１０１によって濾過した水及び消毒
液の排水側で排水管路となる二次側給水管路９ｂに接続される。
【００５１】
　そして、本実施形態の水フィルタ１７は、一次側給水管路９ａから供給される液体が消
毒液である場合、すなわち、給水管路消毒モード実行時には、前記切替部１０５によって
、内視鏡洗浄消毒装置に供給する水の流路が第２の流路部１０４になるように切り替えら
れる。即ち、一次側給水管路９ａから供給される消毒液は濾過部１０２を通らずに第２の
流路部１０４を介して二次側給水管路９ｂに流れ、そして内視鏡洗浄消毒装置の洗浄消毒
槽４へと供給される。
【００５２】
　また、本実施形態の水フィルタ１７は、一次側給水管路９ａから供給される液体が水道
水である場合、すなわち、濯ぎモード実行時には、前記切替部１０５によって、内視鏡洗
浄消毒装置に供給する水の流路が第１の流路部１０３になるように切り替えられる。即ち
、一次側給水管路９ａから供給される水は濾過部１０２を通過して濾過された後、二次側
給水管路９ｂに流れ、そして内視鏡洗浄消毒装置の洗浄消毒槽４へと供給される。
【００５３】
　従って、本実施形態の水フィルタ１７は、上記構成要素を備えことにより、消毒液を濾
過部１０２内に流さないように流路を切り替えることができる。また、水フィルタ１７は
、第１及び第２の接続部１００、１０１を備え、かつ内視鏡洗浄消毒装置１に着脱可能で
あるため、新しい水フィルタ１７との交換作業も容易に行うことができる。
【００５４】
　次に、上記構成の水フィルタ１７の具体的な構成について、図６及び図７を用いて説明
する。図６は、図５の内視鏡洗浄消毒用水フィルタの外観構成を示す斜視図、図７は、図
６の内視鏡洗浄消毒用フィルタの構成を説明するための分解斜視図である。
【００５５】
　図６及び図７に示すように、本実施形態の水フィルタ１７は、装置本体２の内部に設け
られた脱着部２Ａに着脱可能である。装置本体２に固定されたこの脱着部２Ａは、上面を
有して円筒状に形成されたもので、下端部に水フィルタ１７を挿入するための開口２ｚを
有する。また、脱着部２Ａの外周面の両側には、前記一次側給水管路９ａと前記二次側給
水管路９ｂとがそれぞれ配設されるとともに、これらの管路９ａ、９ｂが装置本体２の内
部空間８０と連通するように構成されている。
【００５６】
　また、脱着部２Ａの下端部の外周縁部の一部には、後述する水フィルタ１７の接続部材
１７Ｂに設けられた流路切替レバー８６を水平方向に移動自在にスライドするための切り
欠き８１が設けられている。
【００５７】
　また、脱着部２Ａの切り欠き８１の図６中の最も左側基端部の位置には、接続部材１７
Ｂの流路切替レバー８６をスライドさせて水の流路を第２の流路部１０４に切り替えるた
めの操作位置の目安となるマーカー（指標ともいい、図中には３角で示す）Ｏ１が印され
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ている。また、脱着部２Ａの切り欠き８１の図６中の最も右側側基端部の位置には、接続
部材１７Ｂの流路切替レバー８６をスライドさせて水の流路を第１の流路部１０３に切り
替えるための操作位置の目安となるマーカーＯ２が印されている。
【００５８】
　また、装置本体２の脱着部２ＡのマーカーＯ１近傍の上部には、水フィルタ本体部１７
Ａが脱着部２Ａに対して回転しないように係止するための係止部８２が設けられている。
【００５９】
　本実施形態の水フィルタ１７は、濾過部１０２を構成するフィルタカートリッジ８７を
内蔵した水フィルタ本体部１７Ａと、脱着部２Ａの開口２ｚに装着可能な接続部材１７Ｂ
と、を有して構成される。接続部材１７Ｂは、例えば上面を有して円筒状に形成されたも
ので、下端部に水フィルタ本体部１７Ａを内部に嵌入するための開口１７ｂを有する。接
続部材１７Ｂは、上面部を脱着部２Ａの開口２ｚから嵌入して、脱着部２Ａの開口２ｚ内
に回転自在に取り付けられる。接続部材１７Ｂの下部の開口１７ｂには、水フィルタ本体
部１７Ａの上部が、嵌入するようにして、接続部材１７Ｂの内部に取り付けられる。
【００６０】
　また、水フィルタ本体部１７Ａの取付方向（図７中に示すＴ方向）とは直交する方向に
おいて、接続部材１７Ｂの円筒状の薄肉部に、第１の接続部１００と、第２の接続部１０
１とが夫々設けられている。
【００６１】
　この第１の接続部１００は、薄肉部に設けられた孔８４ａと、この孔８４ａをシールす
るための、薄肉部の表裏に夫々設けられたＯリング８５ａ、８５ｂと、を有する。また、
第２の接続部１０１は、前記第１の接続部１０１とは接続部材１７Ｂの中心軸に対して反
対側の薄肉部に設けられた孔８４ｂと、この孔８４ｂをシールするための、薄肉部の表裏
に夫々設けられたＯリング８５ａ、８５ｂと、を有する。
【００６２】
　尚、これらの孔８４ａ、８４ｂは、接続部材１７Ｂの開口１７ｂを介して内部に形成さ
れる内部空間１７ｘに連通している。また、接続部材１７Ｂの外周面上において、水フィ
ルタ本体部１７Ａの取付方向Ｔとは直交する方向に沿って２つのＯリング８３、８３が設
けられている。これら２つのＯリング８３、８３は、前記第１の接続部１００の各Ｏリン
グ８５ａ、８５ｂ、及び第２の接続部１０１の各Ｏリング８５ａ、８５ｂを挟むように所
定の間隔を持って配置される。この構成により、接続部材１７Ｂに水フィルタ本体部１７
Ａを取り付けた場合に、二つのＯリング８３の間において、水フィルタ本体部１７Ａの外
周面と接続部材１７Ｂの内周面との間に、第２の流路部１０４としての内部空間８０ａが
形成される。
【００６３】
　さらに、接続部材１７Ｂの下端部には、水フィルタ本体部１７Ａの取付方向Ｔとは直交
する外側方向に突出する流路切替レバー８６が設けられている。尚、接続部材１７Ｂ及び
流路切替レバー８６は、前記切替部１０５を構成する。
【００６４】
　水フィルタ本体部１７Ａは、図７に示すように、例えばボトル形状に構成されており、
その上部には、内部に収容したフィルタカートリッジ８７に連通する第１の開口部８８が
設けられている。また、この第１の開口部８８とは逆側の外周部には、該第１の開口部８
８とは反対側に、水フィルタ本体部１７Ａ内部の、フィルタカートリッジ８７の外側に形
成される内部空間８７ａと連通する第２の開口部８８が設けられている。
【００６５】
　フィルタカートリッジ８７は、例えば有底筒状に形成されたもので、第１の開口部８８
から供給された水を濾過し、濾過した水を該フィルタカートリッジ８７の周面から排出す
る。即ち、フィルタカートリッジ８７により濾過した水は、水フィルタ本体部１７Ａ内の
前記内部空間８７ａへと排出された後、前記第２の開口部８９より送り出されるようにな
っている。
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【００６６】
　また、水フィルタ本体部１７Ａは、その上部に設けられた係止爪９０Ａが脱着部２Ａの
係止部８２に係止されることにより、脱着部２Ａに対して回転しないように固定される。
【００６７】
　このような構成の水フィルタ本体部１７Ａを接続部材１７Ｂに挿通し、その後、この接
続部材１７Ｂを装置本体２側の脱着部２Ａに装着して組み合わせることにより、図６に示
すような外観となる。
【００６８】
　ここで、水フィルタ１７の切替部１０５により切り替えられる流路の構成及び作用につ
いて、図６～図１１を用いて説明する。　
　図８は、図６の内視鏡洗浄消毒用水フィルタの断面図、図９は、消毒液が装置内に流れ
るように流路部が切り替えられた状態の図８のＡ－Ａ線断面図、図１０は、図９に示す状
態の内視鏡洗浄消毒装置用水フィルタの作用を説明するための説明図、図１１は、水道水
が水フィルタを介して装置内に流れるように流路部が切り替えられた状態の図８のＡ－Ａ
線断面図である。
【００６９】
　本実施形態の水フィルタ１７では、流路切替レバー８６が脱着部２Ａの切り欠き８１の
マーカーＯ２（図６参照）に合わせた位置にあるとき、水フィルタ本体部１７Ａの第１の
開口部８８は、該接続部材１７Ｂの第１の接続部１００と連通すると同時に、第２の開口
部８９についても第２の接続部１０１と連通する。
【００７０】
　即ち、接続部材１７Ｂの第１の接続部１００及び第２の接続部１０１が、流路切替レバ
ー８６による接続部材１７Ｂが回動することによって、図１１及び図１２に示すように、
脱着部２Ａの一次側給水管路９ａと二次側給水管路９ｂとを結ぶ線に沿って配置されるこ
とになる。
【００７１】
　このため、水フィルタ本体部１７Ａの第１の開口部８８と第２の開口部８９は、脱着部
２Ａの一次側給水管路９ａと二次側給水管路９ｂとに沿って配置されているので、水フィ
ルタ本体部１７Ａの第１の開口部８８は、接続部材１７Ｂの第１の接続部１００及び一次
側給水管路９ａと連通すると同時に、第２の開口部８９についても、第２の接続部１０１
及び二次側給水管路９ｂと連通することになる。
【００７２】
　これにより、一次側給水管路９ａから供給された水は、切り替えられた第１の流路部１
０３を構成する経路に導かれることにより、水フィルタ本体部１７Ａ内のフィルタカート
リッジ８７により濾過され、この濾過された水を水フィルタ本体部１７Ａ内の内部空間８
７ａ、第２の開口部８８、第２の接続部１０１を介して二次側給水管路９ｂへと送り出す
ことができる。
【００７３】
　一方、本実施形態の水フィルタ１７では、図６に示すように、接続部材１７Ｂの流路切
替レバー８６が脱着部２Ａの切り欠き８１のマーカーＯ１に合わせた位置にあるとき、接
続部材１７Ｂの第１の接続部１００及び第２の接続部１０１は、脱着部２Ａの一次側給水
管路９ａと二次側給水管路９ｂとを結ぶ線に対して直交する方向に配置されることになる
（図９参照）。
【００７４】
　すなわち、水フィルタ本体部１７Ａの第１の開口部８８は、流路切替レバー８６による
接続部材１７Ｂが回動することによって、接続部材１７Ｂの第１の接続部１００と連通状
態が遮断され、第２の開口部８９についても、第２の接続部１０１との連通状態が遮断さ
れることになる。
【００７５】
　同時に、図１０に示すように、二つのＯリング８３の間において、水フィルタ本体部１
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７Ａの外周面と接続部材１７Ｂの内周面との間に、第２の流路部１０４としての内部空間
８０ａが形成される。この内部空間８０ａは、前記一次側給水管路９ａと前記二次側給水
管路９ｂに連通している。
【００７６】
　このとき、前記水フィルタ本体部１７Ａの第１及び第２の開口部８８、８９は、Ｏリン
グ８５ａ（図１０参照）によってシールされているので、これら第１及び第２の開口部８
８、８９には、一次側給水管路９ａからの消毒液が流入することはない。
【００７７】
　これにより、一次側給水管路９ａから供給された消毒液は、図９及び図１０に示すよう
に、切り替えられた第２の流路部１０４を構成する経路に導かれることにより、水フィル
タ本体部１７Ａ内のフィルタカートリッジ８７に通過することなく、前記内部空間８０ａ
を介して二次側給水管路９ｂへと送り出すことができる。
【００７８】
　尚、本実施形態の水フィルタ１７は、切替部１０５を構成する接続部材１７Ｂを回動さ
せることにより、水の流路を切り替えるように構成したが、例えば、水フィルタ本体部１
７Ａを取付方向に移動させることにより、水の流路を切り替えるように構成しても良い。
このような変形例を図１３に示す。
【００７９】
　図１３は、内視鏡洗浄消毒用水フィルタの変形例の構成を説明するための斜視図である
。図１３に示すように、水フィルタ１７の接続部材１７Ｂは、脱着部２Ａに固定されてお
り、第１及び第２の接続部１００、１０１の他に、これら第１及び第２の接続部１００、
１０１の下部に第３及び第４の接続部１００ａ、１００ｂを設けて構成している。
【００８０】
　これら第３及び第４の接続部１００ａ、１００ｂは、前記第１の接続部１００と第２の
接続部１０１とを結ぶ線と略平行に配置されており、それぞれ水フィルタ本体部１７Ｘの
第１及び第２の開口部８８、８９をシールするためのＯリング８５ｃが水フィルタ本体部
１７Ｘの周面上に設けられている。　
　尚、第１及び第２の接続部１００、１０１も同様に夫々１つのＯリング８５ａのみで構
成しても良く、或いは前記実施形態と同様の構成であっても良い。
【００８１】
　そして、水フィルタ本体部１７Ｘは、図１３に示すように、前記接続部材１７Ｂに対し
て取付方向に移動自在に構成されている。　
　本変形例の水フィルタ１７は、水フィルタ本体部１７Ｘを取付方向に移動させることに
より、水の流路を切り替えることが出来るように構成されている。
【００８２】
　すなわち、水フィルタ本体部１７Ｘが接続部材１７Ｂに対して図１３に示す位置にある
とき、接続部材１７Ｂの第１の接続部１００及び第２の接続部１０１は、脱着部２Ａの一
次側給水管路９ａと二次側給水管路９ｂとを結ぶ線に沿った方向に配置されることになる
。このため、前記実施形態と同様に、二つのＯリング８３の間において、水フィルタ本体
部１７Ａの外周面と接続部材１７Ｂの内周面との間に、第２の流路部１０４としての内部
空間８０ａが形成される。この内部空間８０ａは、前記一次側給水管路９ａと前記二次側
給水管路９ｂに連通している。
【００８３】
　このとき、前記水フィルタ本体部１７Ｘの第１及び第２の開口部８８、８９は、下側の
Ｏリング８３によってシールされているので、これら第１及び第２の開口部８８、８９に
は、一次側給水管路９ａからの消毒液が流入することはない。
【００８４】
　これにより、一次側給水管路９ａから供給された消毒液は、図１３に示すように、切り
替えられた第２の流路部１０４を構成する経路に導かれることにより、水フィルタ本体部
１７Ｘ内のフィルタカートリッジ８７に通過することなく、前記内部空間８０ａを介して
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二次側給水管路９ｂへと送り出すことができる。
【００８５】
　一方、水フィルタ本体部１７Ｘ内部のフィルタカートリッジ８７により水を濾過させる
場合には、水フィルタ本体部１７Ｘを接続部材１７Ｂに対して取付方向に押し込むように
移動させる。
【００８６】
　このとき、水フィルタ本体部１７Ｘの第１の開口部８８と第２の開口部８９を、脱着部
２Ａの一次側給水管路９ａと二次側給水管路９ｂとを結ぶ線に沿うように配置させる。
【００８７】
　すると、水フィルタ本体部１７Ｘの第１の開口部８８と第２の開口部８９とは、脱着部
２Ａの一次側給水管路９ａと二次側給水管路９ｂとに沿って配置されているので、水フィ
ルタ本体部１７Ｘの第１の開口部８８は、接続部材１７Ｂの第３の接続部１００ａ及び一
次側給水管路９ａと連通すると同時に、第２の開口部８９についても、第４の接続部１０
０ｂ及び二次側給水管路９ｂと連通することになる。
【００８８】
　これにより、一次側給水管路９ａから供給された水は、切り替えられた第１の流路部１
０３を構成する経路に導かれることにより、水フィルタ本体部１７Ｘ内のフィルタカート
リッジ８７により濾過され、この濾過された水を水フィルタ本体部１７Ｘ内の内部空間８
７ａ、第２の開口部８８、第２の接続部１０１を介して二次側給水管路９ｂへと送り出す
ことができる。
【００８９】
　尚、水フィルタ１７内の流路の切替状態を操作者に対して明確にするために、例えば、
接続部材１７Ｂの下部から露出する水フィルタ本体部１７Ｘの外周面に、各流路に応じた
該水フィルタ本体部１７Ｘの取付方向への挿入位置を示すマーカーを夫々設け、これらの
マーカーの位置に接続部材１７Ｂの下部縁部を合わせるようにして流路切替操作を行うよ
うに構成しても良い。
【００９０】
　また、水フィルタ本体１７Ｘは、接続部材１７Ｂに対して回動させては水の流路を切り
替えることができないので、図示はしないが、水フィルタ本体部１７Ｘが接続部材１７Ｂ
に対して回動しないように規制する手段を設けている。
【００９１】
　次に、このように構成された水フィルタ１７の交換手順について、図４、及び図１４を
参照しながら説明する。図１４は、本実施形態の内視鏡洗浄消毒装置用水フィルタの交換
手順を説明するためのフローチャートである。
【００９２】
　いま、図４に示す内視鏡洗浄消毒装置１において、水フィルタ１７を新しい水フィルタ
１７に交換する作業を行うものとする。
【００９３】
　この場合、操作者は、図１４に示すように、ステップＳ１の手順により、内視鏡洗浄消
毒装置１内の循環管路内の水抜きを行う。図示していない水抜きポートより、内視鏡洗浄
消毒装置１の管路内の水を排出して水フィルタ１７の交換を行うのに必要な準備を行う。
【００９４】
　次に、操作者は、続きステップＳ２の手順により、水フィルタ１７を内視鏡洗浄消毒装
置１から取り外し、新しい水フィルタ１７をセットする。
【００９５】
　新しい水フィルタ１７をセットする場合、操作者は、水フィルタ１７の水フィルタ本体
部１７Ｂの係止爪９０Ａを、脱着部２Ａの係止部８２に係止することで、水フィルタ本体
部１７Ｂが装置側の脱着部２Ａに対して回転しないように固定する（図６参照）。
【００９６】
　また、操作者は、接続部材１７Ｂの流路切替レバー８６を脱着部２Ａの切り欠き８１の
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マーカーＯ１に合わせるように配置して、内部の流路が第２の流路部１０４となるように
しておく。これにより、水フィルタ１７の流路は、第２の流路部１０４に設定されたので
、一次側給水管路９ａと水フィルタ本体部１７Ｂの第１の開口部８８とは連通せず、該水
フィルタ本体部１７Ｂ内には消毒液が流入しない。
【００９７】
　そして、操作者は、続くステップＳ３による手順により、図４中に破線で示す給水管路
消毒用ホース２１Ａを用意し、一端を管路用消毒用ポート７に接続し、他端を送気送水／
鉗子口用ポート３３に接続する。
【００９８】
　次に、続くステップＳ４の手順により、操作者は、メイン操作パネル２５（（図３参照
）の図示しない給水管路消毒モード選択スイッチを押下する。これにより、制御部７９は
、給水管路消毒モードを実行するように制御する。
【００９９】
　すると、続くステップＳ５の手順により、制御部７０は、薬液ポンプ６５を駆動させる
ことにより、薬液タンク５８内の消毒液を吸い上げ、そして、吸い上げた消毒液が、消毒
液ノズル２３、洗浄消毒槽４、循環口５６、循環管路２０、チャンネル管路２１、送気／
送水鉗子口ポート３３、給水管路消毒用ホース２１Ａ、管路消毒用ポート７、消毒用管路
３７、給水管路９の一次側給水管路９ａ、水フィルタ１７の第２の流路部１０４、二次側
給水管路９ｂ、給水循環ノズル２４、洗浄消毒槽４，循環口５６といった循環流路に流れ
るように制御する。　
　尚、この給水管路消毒モードの実行時間は、例えば、５分位であることが望ましい。
【０１００】
　そして、給水管路消毒モードを終えると、続くステップＳ６による手順で、制御部７０
は、内視鏡洗浄消毒装置１の循環管路内の除水を行う。　
　この場合、コンプレッサーであるエアポンプ４５を駆動させることで、このエアポンプ
４５からの空気を、エア管路４４、逆止弁４７、チャンネルブロック２７、チャンネル電
磁弁２８、逆止弁２９、送気／送水鉗子口ポート３３、給水管路消毒用ホース２１Ａ、管
路消毒用ポート７、消毒用管路３７、給水管路９の一次側給水管路９ａ、水フィルタ１７
の第２の流路部１０４、二次側給水管路９ｂを介して給水循環ノズル２４に送る。エアポ
ンプ４５からの空気を、チャンネルブロック２７からチャンネルポンプ２６を介して循環
管路２０等に送る。
【０１０１】
　このように、エアポンプ４５からの空気を送ることにより、内視鏡洗浄消毒装置１の管
路内の消毒液を押し出したりして除水を行う。尚、このように空気による除水作業は、例
えば３０秒行うことが望ましい。
【０１０２】
　その後、操作者は、続くステップＳ７の手順により、水フィルタ１７の流路の切替を行
う。この場合、操作者は、接続部材１７Ｂの流路切替レバー８６を脱着部２Ａの切り欠き
８１のマーカーＯ２（図６参照）に合わせるように接続部材１７Ｂを回動させる。
【０１０３】
　すると、接続部材１７Ｂの第１の接続部１００及び第２の接続部１０１が、流路切替レ
バー８６による接続部材１７Ｂが回動することによって、図１１及び図１２に示すように
、脱着部２Ａの一次側給水管路９ａと二次側給水管路９ｂとを結ぶ線に沿って配置される
ことになるため、水フィルタ本体部１７Ａの第１の開口部８８は、接続部材１７Ｂの第１
の接続部１００及び一次側給水管路９ａと連通すると同時に、第２の開口部８９について
も、第２の接続部１０１及び二次側給水管路９ｂと連通することになる。
【０１０４】
　これにより、一次側給水管路９ａから供給された水は、切り替えられた第１の流路部１
０３を構成する経路に導かれることにより、水フィルタ本体部１７Ａ内のフィルタカート
リッジ８７により濾過され、この濾過された水を水フィルタ本体部１７Ａ内の内部空間８
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７ａ、第２の開口部８８、第２の接続部１０１を介して二次側給水管路９ｂへと送り出す
ことができる。
【０１０５】
　次に、操作者は、続くステップＳ８の手順にて、洗浄消毒槽４内に貯留した消毒液を薬
液タンク５８内に回収する。この場合、制御部７０は、切替弁５７を切替るように制御す
ることにより、洗浄消毒槽４内に貯留した消毒液は、排出口５５、薬液回収管路６１を介
して薬液タンク５８内に回収される。
【０１０６】
　その後、操作者は、続くステップＳ９による手順により、一端が管路用消毒用ポート７
に接続され、他端が送気送水／鉗子口用ポート３３に接続された、図４中に破線で示す給
水管路消毒用ホース２１Ａを、前記管路用消毒用ポート７と前記送気送水／鉗子口用ポー
ト３３から取り外す。
【０１０７】
　そして、操作者は、続くステップＳ１０の手順により、水道蛇口５を開けることにより
、水道水を給水ホース３１ａ、給水ホース接続部３１、給水電磁弁１５、逆止弁１６を介
して給水管路９の一次側給水管路９ａに供給する。
【０１０８】
　すると、前記ステップＳ７の手順により、水フィルタ１７の流路が第１の流通部１０３
に切り替えられているため、図１１及び図１２に示すように、水フィルタ本体部１７Ａの
第１の開口部８８は、接続部材１７Ｂの第１の接続部１００及び一次側給水管路９ａと連
通すると同時に、第２の開口部８９についても、第２の接続部１０１及び二次側給水管路
９ｂと連通することになる。
【０１０９】
　これにより、一次側給水管路９ａから供給された水は、切り替えられた第１の流路部１
０３を構成する経路に導かれることにより、水フィルタ本体部１７Ａ内のフィルタカート
リッジ８７により濾過され、この濾過された水を水フィルタ本体部１７Ａ内の内部空間８
７ａ、第２の開口部８８、第２の接続部１０１を介して二次側給水管路９ｂへと送り出し
、内視鏡洗浄消毒装置１内に供給すことができる。　
　そして、制御部７０は、排水ポンプ６０を駆動させることで、洗浄消毒槽４内に貯留し
た水を排水口５５、切替弁５７、排水管路５９を介して外部排水口へと排出する。　
　こうして、水フィルタ１７の交換手順を完了する。
【０１１０】
　このように本実施形態の水フィルタ１７は、内視鏡洗浄消毒装置１内の各管路を消毒す
る場合に該水フィルタ１７内に消毒液が通ることなく、内視鏡洗浄消毒装置１内の各管路
内に消毒液を供給することができるといった構成である。
【０１１１】
　このため、この内視鏡洗浄消毒装置１は、水フィルタ１７自体の水道水による濯ぎを行
う必要がなく、該内視鏡洗浄消毒装置１の各管路内の水道水による濯ぎを行うのみで良い
。
【０１１２】
　すなわち、水フィルタ１７自体の消毒及び濯ぎを行わないので、内視鏡洗浄消毒装置１
全体の消毒時間を短縮できる他に、消毒液は勿論、濯ぎのための水の消費量を従来技術よ
りも少なくすることができる。
【０１１３】
　また、内視鏡洗浄消毒装置１の装置本体２に、水フィルタ１７を簡単に取り付けるこが
できるので、水フィルタ１７の交換作業も上記の如く、容易に行うこともできる。
【０１１４】
　従って、本実施形態によれば、消毒液を水フィルタ１７内に流さないように流路を切り
替えることができると共に装置内に着脱可能な構成とすることで、消毒時間及び濯ぎ時間
を短縮でき、水道水及び消毒液の使用量を低減することのできる内視鏡洗浄消毒装置用水
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フィルタ１７の実現が可能となる。
【０１１５】
　尚、本実施形態では、水フィルタ１７の第１の流路部１０３と第２の流路部１０４との
流路の切替忘れを防止するために、消毒管路３７の途中に圧力センサ（ＰＳセンサ）３７
ｂを設けても良い。すなわち、第２の流路部１０４は、第１の流路部１０３よりも管路抵
抗が大きく、このため、消毒後に、圧力センサ３７ｂにより検出した消毒管路３７内の圧
力が大きい場合には、第１の流路部１０３に切り替えられてないことを判別できる。この
場合、制御部７０によって、この第１の流通部１０３に切り替えられてない旨を、図示し
ないブザーの再生、或いは表示手段に表示するように制御して、操作者に告知するように
構成しても良い。
【０１１６】
　ところで、本実施の形態の内視鏡洗浄消毒装置１は、洗浄力を高め、水道水による濯ぎ
を効率良く行うことができるとともに、該該内視鏡洗浄消毒装置１内の汚染を防止するた
めの工夫が成されている。図１５及び図１６を用いて説明する。
【０１１７】
　図１５は、内視鏡洗浄消毒装置の構成を説明するための構成図、図１６は、図１５に示
す内視鏡洗浄消毒装置を用いて実施される消毒工程を説明するための図である。
【０１１８】
　この内視鏡洗浄消毒装置１は、図４の前記実施形態の内視鏡洗浄消毒装置１と略同様に
構成されているが、水フィルタ１７と洗浄消毒槽４との間に、切替弁２００と、給水管路
９と、内視鏡管路用給水管路２０１と、内視鏡管路用給水口２０２、２０３と、センサ２
０１ａとを有する。
【０１１９】
　切替弁２００は、水フィルタ１７の出力を給水管路９と内視鏡管路用給水管路２０１の
いずれかに切り替える。この給水管路９には、給水循環ノズル２４が接続され、また、内
視鏡管路用給水管路２０１には、内視鏡管路用給水口２０２、２０３が接続されている。
【０１２０】
　これら内視鏡管路用給水口２０２、２０３には、夫々給水ホース２０４が接続され、こ
れら給水ホース２０４は、図示しない内視鏡の各管路に接続される。
【０１２１】
　また、一次側給水管路９ａには、圧力センサ９ｚが設けられ、前記内視鏡管路用給水管
路２０１には、圧力センサ２０１ａが設けられている。
【０１２２】
　尚、洗浄消毒槽４の循環口５６、チャンネルポンプ２６、逆止弁２９、圧力センサ２０
１ａ、切替弁２００、給水管路９又は内視鏡管路用給水管路２０１は、循環洗浄用とする
循環管路を形成している。その他の構成は、前記実施形態と同様である。
【０１２３】
　本例の内視鏡洗浄消毒装置は、図１６に示すように、予め一次洗浄として垂れ流し洗浄
と、濯ぎを行い、その後、本消毒、垂れ流し濯ぎを行うようになっている。すなわち、消
毒、濯ぎといった工程を繰り返して行われる。
【０１２４】
　具体的な内視鏡洗浄消毒装置による内視鏡の洗浄消毒工程を説明すると、先ず、図１６
に示すように、一次洗浄として、垂れ流し洗浄を２０秒行う。　
　この工程では、予め内視鏡管路用給水口２０２、２０３に接続された各給水ホース２０
４を、図示しない内視鏡の各管路に接続しておく。そして、水道蛇口５からの水道水を、
水フィルタ１７、切替弁２００、内視鏡管路用給水管路２０１、内視鏡管路用給水口２０
２、２０３、各給水ホース２０４を介して、図示しない内視鏡の各管路に供給することで
、内視鏡の各管路内の垂れ流し洗浄を行う。また、水道蛇口５からの水道水を、水フィル
タ１７、切替弁２００、給水管路９、給水循環ノズル２４を介して洗浄消毒槽４に供給す
ることで、洗浄消毒槽４内に置かれた図示しない内視鏡の外部を洗浄する。　
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【０１２５】
　次に、一次の本洗浄として循環流液洗浄を、例えば５分行う。　
　この工程では、洗浄消毒槽４に貯留した水を、チャンネルポンプ２６を駆動させること
により、循環口５６、チャンネルポンプ２６、逆止弁２９、圧力センサ２０１ａ、切替弁
２００、給水管路９又は内視鏡管路用給水管路２０１に供給して、図示しない内視鏡の各
管路内及び内視鏡の外部の循環流液洗浄を行う。
【０１２６】
　その後、排水ポンプ６０を駆動させることにより、洗浄消毒槽４に貯留した水を、循環
口５６から外部排水口へと排出する。
【０１２７】
　そして、垂れ流し濯ぎを行う。　
　この工程では、先ず、水道蛇口５から水道水を、水フィルタ１７、切替弁２００、内視
鏡管路用給水管路２０１、内視鏡管路用給水口２０２、２０３、各給水ホース２０４、図
示しない内視鏡の各管路に供給することで、内視鏡の各管路内の垂れ流し濯ぎを行う。ま
た、水道蛇口５からの水道水を、水フィルタ１７、切替弁２００、給水管路９、給水循環
ノズル２４を介して洗浄消毒槽４に供給することで、洗浄消毒槽４内に置かれた図示しな
い内視鏡の外表面を濯ぐ。尚、この垂れ流し濯ぎは、例えば２０秒行う。
【０１２８】
　次に、洗浄消毒槽４に水を貯留して循環流液濯ぎを、例えば１分行う。　
　この工程では、洗浄消毒槽４に貯留した水を、チャンネルポンプ２６を駆動させること
により、循環口５６、チャンネルポンプ２６、逆止弁２９、圧力センサ２０１ａ、切替弁
２００、給水管路９又は内視鏡管路用給水管路２０１に供給して、図示しない内視鏡の各
管路内及び内視鏡の外表面の循環流液濯ぎを行う。
【０１２９】
　その後、排水ポンプ６０を駆動させることにより、洗浄消毒槽４に貯留した水を、循環
口５６から外部排水口へと排出する。
【０１３０】
　そして、前記実施形態と同様に図示しないエアポンプを駆動させることで、このエアポ
ンプからの空気を、切替弁２００、内視鏡管路用給水管路２０１及び給水管路９、内視鏡
管路用給水口２０２、２０３、各給水ホース２０４を介して、図示しない内視鏡の各管路
に供給して除水する。
【０１３１】
　その後、本消毒を行う。　
　この工程では、薬液ポンプ６５を駆動させることにより、薬液タンク５８内の消毒液を
吸い上げ、そして、吸い上げた消毒液を、消毒液ノズル２３を介して洗浄消毒槽４に供給
する。そして、チャンネルポンプ２６を駆動させることにより、この洗浄消毒槽４に貯留
した消毒液を、循環口５６、チャンネルポンプ２６、逆止弁２９、内視鏡管路用給水管路
２０１、内視鏡管路用給水口２０２、２０３、各給水ホース２０４、図示しない内視鏡の
各管路に供給して消毒する。この内視鏡の各管路から排出する消毒液は洗浄消毒槽４に貯
留するので、内視鏡の外表面も消毒される。　
　そして、洗浄消毒槽４内に貯留した消毒液を、薬液タンク５８内に回収する。
【０１３２】
　本消毒を終えると、図示しないエアポンプを駆動させることで、このエアポンプからの
空気を、切替弁２００、内視鏡管路用給水管路２０１及び給水管路９、内視鏡管路用給水
口２０２、２０３、各給水ホース２０４を介して、図示しない内視鏡の各管路に供給して
除水する。
【０１３３】
　その後、本濯ぎを行う。　
　この工程では、上述した垂れ流し濯ぎを、例えば２０秒行い、その後、上述した循環流
液濯ぎを、例えば２回行う。そして、再度、垂れ流し濯ぎを、例えば４０秒行う。　
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　こうして、図示しない内視鏡の洗浄・消毒工程を完了する。
【０１３４】
　このように本例の内視鏡洗浄消毒装置１は、循環洗浄流液洗浄と、垂れ流し洗浄とを行
うことにより、この循環流液洗浄の、「高圧、高流洗浄が可能」、「洗剤仕様が可能」、
及び「温水仕様が可能」といった利点が得られ、また、垂れ流し洗浄の、「内視鏡管路内
を通った水や、内視鏡外表面に触れた水を、略そのまま外部排水口に流すことが可能」、
「内視鏡管路内に残っていた洗浄液及び消毒液を短時間で濯ぐことが可能」といった利点
も得られる。
【０１３５】
　即ち、内視鏡の各管路に水道水又は消毒液を供給するための内視鏡管路用給水管路２０
１、内視鏡管路用給水口２０２、２０３等を設け、さらに上記したように循環管路を用い
て、循環洗浄流液洗浄と、垂れ流し洗浄とを行うことで、洗浄力を高め、水道水による濯
ぎを効率良く行うことができるとともに、該該内視鏡洗浄消毒装置１内の汚染を防止する
ことができる。
【０１３６】
　尚、本例の垂れ流し洗浄は、例えば、水道蛇口５からの水道水を、給水循環ノズル２４
から洗浄消毒槽４内に注入し続けて、洗浄消毒槽４内に置かれた図示しない内視鏡の各管
路内から噴出した水を流し、外部排出口へと排出するようにしても良い。
【０１３７】
　これにより、内視鏡の各管路内の汚れや菌を、内視鏡洗浄消毒装置内の管路等に循環す
ることもなく、外部排出口に排出することができるので、洗浄効果を高め、消毒時間や濯
ぎ時間の短縮に大きく寄与できる。
【０１３８】
　本発明は、上述した実施形態及び変形例に限定されるものではなく、本発明の要旨を変
えない範囲において、種々の変更、改変等が可能である。
【符号の説明】
【０１３９】
　１…内視鏡洗浄消毒装置
　２…装置本体
　２Ａ…脱着部
　２ｚ…開口
　３…トップカバー
　４…洗浄消毒槽
　５…水道蛇口
　６…洗浄ケース
　７…管路消毒用ポート
　８…ラッチ
　９…給水管路
　９ａ…一次側給水管路
　９ｂ…二次側給水管路
　１０…内視鏡管路用給水管路
　１１…アルコールトレー
　１２…消毒液ボトルトレー
　１２ａ…確認窓
　１２ｂ…消毒液インジケータ
　１２ｃ…ガスフィルター
　１２ｄ…薬液ボトル
　１３…サブ操作パネル
　１４…前扉
　１７…内視鏡洗浄消毒装置用水フィルタ（水フィルタ）
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　１７Ａ…水フィルタ本体部
　１７Ｂ…接続部材
　１７ｘ…内部空間
　２０…循環管路
　２１Ａ…給水管路消毒用ホース
　２５…メイン操作パネル
　３１…給水ホース接続部
　３１ａ…ホース
　４６…エアフィルタ
　８０、８０ａ…内部空間
　８１…切り欠き
　８２…係止部
　８３…Ｏリング
　８４ａ、８４ｂ…孔
　８５ａ～８５ｃ…Ｏリング
　８６…流路切替レバー
　８７…フィルタカートリッジ
　８７ａ…内部空間
　８８…第１の開口部
　８９…第２の開口部
　９０…水供給源接続管路
　９０Ａ…係止爪
　９１…洗浄槽接続管路
　１００…第１の接続部
　１０１…第２の接続部
　１０２…濾過部
　１０３…第１の流通部
　１０４…第２の流通部
　１０５…切替部
　Ｔ…取付方向
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